
 
緒
方
流 

 
 
 

陶
術
秘
法 

  
 

上
薬
の
法 

 

一 

唐
土 

百
目 

一 

日
野
岡 

弐
拾
八
目 

一 

白
玉 

拾
八
目 

  
 

地
薬
の
法 

一 

白
絵
土 

百
目 

一 

日
野
岡 

六
拾
目 

一 

白
玉 

五
拾
目 

一 

唐
土 

八
拾
目 

    
 

青
薬
の
法 

一 

緑
青 

六
分 

一 

唐
土 

七
分 

一 

白
玉 

壱
匁
五
分 

  
 

黄
薬
の
法 

一 

唐
白
目 

壱
分 

一 

唐
土 

壱
匁
五
分 

一 

白
玉 

弐
匁
五
分 

一 

紅
カ
ラ 

壱
分 

  
 

赤
薬
の
法 

一 

ヘ
ン
カ
ラ 

六
分 

一 

黄
土 

拾
目 

一 

唐
土 

五
分 

一 

白
玉 

弐
目 

 
 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (7) (8) 



 
 

白
薬 

右
地
薬
を
相
用 

  
 

黒
薬
の
法 

一 

藍
呉
須 
壱
匁 

一 

唐
土 
三
分 

一 

白
玉 

三
分 

一 

白
緑 

弐
分 

  
 

紺
青
薬
の
法 

一 

花
紺
青 

壱
匁 

一 

唐
土 

五
分
五
リ
ン 

一 

白
玉 

壱
匁 

右
の
通
掛
合
せ
、
水
薬
加
え
相
用 

    
 

唐
土
見
様
の
事 

一 

色
白
く
こ
ま
か
く
、
よ
く
か
た
ま
り 

 
 

居
候
品
相
用 

   
 

(9) (10) (11) 



 
 

白
玉
見
様
の
事 

一 
右
同
様
、
色
白
く
こ
ま
か
き
品
宜
、 

 
 

是
は
細
末
も
の 

 
 
 

但 
白
玉
ば
か
り
焼
、
白
く
上
り
候
え
ば
宜
候
、 

 

 
 
 
 
 

且
は
、
青
味
あ
る
時
は
下
品
故
、
其 

 
 
 
 
 

品
用
い
ず
候
事 

  
 

白
絵
土
製
法
の
事 

一 

水
干
白
絵
土
上
品
な
る
物
の
内
に 

 
 

て
、
色
白
く
こ
ま
か
き
分
撰
、
其
分 

 
 

水
に
て
薄
く
と
き
、
こ
ま
か
き
絹
ぶ
る 

 
 

に
て
こ
し
、
凡
半
日
も
置
、
よ
く
お 

 
 

ど
み
候
処
に
て
上
水
こ
ぼ
し
、
同
様 

 
 

四
五
度
も
い
た
し
、
よ
く
干
上
り
候
て
、 

 
 

底
へ
付
居
候
荒
き
方
取
捨
、
上
の 

 
 

分
ば
か
り
相
用 

  
 

青
緑
製
法
の
事 

一 

板
流
し
奈
良
緑
青
拾
目
に
水 

 
 

五
合
入
、
海
塩
少
し
入
よ
く
煮
立
、 

  
 

(12) 

(13) 



 
 

か
き
廻
し
、
取
の
け
さ
ま
し
置
、 

 
 

お
ど
み
候
処
に
て
上
水
こ
ぼ
し
、
又 

 
 

水
を
入
同
様
煮
立
、
も
っ
と
も
二
度 

 
 

目
よ
り
海
塩
は
入
れ
ず
、
干
上
り
砂
の
ご
と
く 

 
 

さ
ら
さ
ら
致
候
は
ば
宜
、
上
通
り
に
皮 

 
 

は
り
居
候
分
は
取
捨
候
事 

 
 
 

但 

右
製
法
は
一
体
、
緑
青
は
塩
気
深
く 

 
 
 
 
 

含
居
品
ゆ
え
、
塩
気
御
座
候
て
は
焼
上
り 

 
 
 
 
 

色
悪
し
く
、
右
故
塩
抜
製
法
致
相
用 

  
 

唐
白
目
製
法 

一 

唐
白
目
は
か
た
ま
り
の
方
宜
、
右
を 

 
 

荒
こ
な
し
致
、
入
鉢
に
て
極
細
末 

 
 

に
粉
摺
い
た
し
置
相
用 

一 

紅
か
ら
は
光
明
印
相
用 

一 

黄
土
は
つ
ぶ
の
方
宜 

 
 
 

但 

色
赤
味
御
座
候
品
は
、
焼
上
り
に
て
も 

 
 
 
 
 

赤
色
宜
、
依
て
是
を
相
用 

  
 
 

藍
呉
須
製
法 

 
 



一 

藍
呉
須
は
き
め
よ
く
光
り
有
品 

 
 

宜
、
右
品
を
素
焼
の
器
に
入
れ 

 
 

よ
く
焼
、
水
を
器
に
入
是
へ
取
、
夫 

 
 

よ
り
入
鉢
に
て
細
末
に
致
置
相
用 

  
 

白
緑
青
製
法 

一 

白
緑
、
素
焼
の
品
に
入
よ
く
や
き
、 

 
 

黒
く
相
成
候
を
用 

  
 

花
紺
青 

一 

花
紺
青
、
図
色
中
通
り
の
色 

 
 

合
に
て
、
包
紙
の
表
よ
り
指
に
て 

 
 

押
き
し
み
候
手
答
の
品
多
分 

 
 

宜
、
右
品
は
伝
書
の
掛
合
せ
に
寄
ら
ず
、 

 
 

焼
上
り
に
て
こ
く
黒
ず
む
時
は 

 
 

白
玉
を
加
へ
、
薄
き
時
は
白
玉 

 
 

を
し
か
え
（
ひ
か
え
？
）
、
紺
青
焼
上
り
色
合 

 
 

一
様
に
定
め
難
し
、
委
々
焼
上
り
色
甲
乙 

 
 



 
 

御
座
候
間
、
紺
青
御
撰
方
第
一 

 
 

に
御
座
候 

 
 

右
の
品
々
、
前
書
の
通
製
法 

 
 

致
置
、
伝
書
の
通
掛
合
の
事 

  
 

水
薬
煮
様
事 

一 

布
海
苔
五
分
に
水
二
合
入
、
よ
く 

 
 

煮
立
、
絹
こ
し
に
致
相
用 

  
 

右
水
薬
加
へ
様
の
事 

一 

上
薬
は
、
水
薬
す
く
な
き
時
は 

 
 

筆
廻
り
悪
し
く
、
む
ら
こ
く
相
成
、
又 

 
 

多
き
時
は
薬
の
乗
り
悪
し
く
、 

 
 

焼
上
り
色
宜
し
か
ら
ず
、
筆
廻
り
宜
位 

 
 

に
水
薬
加
へ
相
用 

一 

地
薬
は
、
水
薬
す
く
な
き
時
は
色 

 
 

薬
の
筆
廻
り
兼
、
又
多
き
時
は
筆 

 
 

廻
り
宜
候
え
ど
も
、
焼
上
り
に
て
む
け 

 
 



 
 

取
れ
候
事
御
座
候
故
、
水
薬
の 

 
 

加
減
は
色
薬
に
て
致
事 

 
 
 

但 

色
薬
の
筆
、
素
焼
物
に
書
程 

 
 
 
 
 

の
筆
廻
り
に
候
え
ば
、
地
薬
の
水
薬
宜
候 

一 

黒
薬
は
、
水
薬
す
く
な
き
時
は 

 
 

筆
廻
り
、
次
多
き
時
は
上
薬
む
け 

 
 

落
ち
火
間
に
相
成
、
素
焼
物
に
て 

 
 

為
し
（
試
し
）
書
い
た
し
、
黒
薬
下
に
よ
く 

 
 

付
残
り
、
筆
随
分
廻
り
候
え
ば
、
右 

 
 

に
て
相
用 

  
 

右
三
品
は
、
委
く
水
薬
の
加
減 

 
 

有
り
、
此
外
は
右
に
唯
々
成
丈 

 
 

水
薬
薄
き
方
宜
、
多
き
時
は 

 
 

上
薬
の
乗
悪
し
く
候
事 

  
 
 
 

薬
用
様
の
事 

一 

上
薬
は
薄
致
二
度
ぬ
り
候
事 

 
 
 

但 

む
ら
濃
き
処
は
、
焼
上
り
薄
白 

 
 
 
 
 

む
ら
相
見
え
候
事 

 



一 

地
薬
も
右
同
様
二
度
ぬ
り
、
是
は 

 
 

む
ら
の
処
は
焼
上
り
む
け
落 

 
 

候
事 

一 

青
薬
薄
き
は
色
出
ず
、
濃
き 

 
 

は
黒
ず
む
、
又
に
じ
む
事
も
御
座
候 

一 

黄
薬
は
薄
く
用
方
宜
、
濃
き
は 

 
 

泡
立
、
又
は
艶
出
ざ
る
事
も
御
座
候 

一 

赤
薬
濃
き
も
宜
、
薄
き
は
焼
切 

 
 

候
事
御
座
候 

一 

黒
薬
は
随
分
濃
き
方
宜
、
余
り 

 
 

濃
く
候
え
ば
上
薬
乗
ら
ず
、
焼
上
り 

 
 

艶
出
ざ
る
事
御
座
候 

  
 

前
文
色
薬
の
程
は
、
皆
委
々
極 

 
 

上
品
御
撰
御
用
、
且
又
何
に
依
ら
ず 

 
 

細
末
製
法
方
の
儀
は
、
極
念
入 

 
 

摺
複
（
か
さ
ね
）
御
用
、
摺
加
へ
ざ
る
時
は
、
焼
上
り 

 
 



 
 

色
合
宜
し
か
ら
ず
候
事 

  
 
 
 

素
焼
火
加
減
の
事 

一 

内
窯
に
入
、
始
め
火
は
人
は
だ
位
よ
り 

 
 

追
々
強
く
相
成
、
器
物
薄
黒
く
成
切 

 
 

候
は
ば
蓋
を
致
し
、
上
迄
火
を
か
け
、 

 
 

次
第
に
強
く
い
た
し
、
左
の
図
の
如
く 

 
 

に
相
成
候
は
ば
宜
し
く 

 
 
 

但 

素
焼
通
ら
ざ
る
品
は
、
上
薬
本
焼
候
節
火
替
り 

 
 
 
 
 

出
来
候
事
も
御
座
候
間
、
素
焼
候
念
入 

           
 
 
 

本
焼
の
事 

一 

上
薬
掛
り
候
器
物
、
能
く
水
気 

 
 

を
あ
ぶ
り
、
夫
よ
り
内
窯
に
入
、
器
物
黄 

 
 

色
に
成
切
候
は
ば
蓋
を
い
た
し
、 

 
 

右
同
様
火
を
か
け
、
脇
上
下
共
火 

 
 

む
ら
な
く
致
候
事 

 
 
 

但 

火
に
む
ら
御
座
候
は
ば
、
内
窯
の
器
物 

 



 
 
 

む
ら
に
薬
解
候
間
、
是
を
よ
く
気 

 
 
 

を
付
、
左
の
円
色
の
ご
と
く
に
相
成
候 

 
 
 

は
ば
宜
し
く 

  

色
見
の
穴
よ
り 

覗
く
事 

    
 

右
は
小
さ
き
器
物
出
来
候
法
也 

  

右
乾
山
青
緑
焼
秘
法
、
並
び
に
真 

製
上
薬
の
義
、
此
度
貴
殿 

御
執
心
に
付
伝
受
致
候
、
も
っ
と
も
宗
元 

秘
法
の
書
付
を
以
、
改
正
割
印 

請
相
渡
候
間
、
以
来
他
見
被 

致
間
敷
候
、
右
の
段
如
真
文 

相
違
有
間
敷
候
、
猶
又
口
決 

伝
授
は
追
々
御
出
情
次
第
相 

伝
可
申
者
也 

 

嘉
永
元
申
年 

 
 
 

四
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

緒
方
流 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

陶
工
乾
也 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

角
印 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

花
押 

 
 



 
唐
土
：
と
う
の
つ
ち
。
鉛
白
。
お
し
ろ
い
。
塩
基
性
炭
酸
鉛 

2
P
b
C
O
3

・P
b
(O
H
)
2  

 
日
野
岡
：
珪
砂
。S

iO
2  

 

白
玉
：
白
ガ
ラ
ス
粉
。
白
ビ
ー
ド
ロ
。 

 

白
絵
土
：
化
粧
が
け
の
白
土
。 

 

緑
青
：
ろ
く
し
ょ
う
。
塩
基
性
炭
酸
銅 

C
u
C
O
3

・C
u
(O
H
)
2  

 

唐
白
目
：
と
う
し
ろ
め
。
錫
の
酸
化
物
。S

n
O
2

？ 

 

紅
カ
ラ
、
ヘ
ン
カ
ラ
：
ベ
ン
ガ
ラ
？
酸
化
第
二
鉄 

F
e
2 O

3  

 

黄
土
：
き
つ
ち
。 

 

藍
呉
須
：
あ
い
ご
す
。
唐
呉
須
。
酸
化
コ
バ
ル
ト
を
主
成
分
と
し
て
鉄
・
マ
ン
ガ
ン
・
ニ
ッ
ケ
ル 

 

な
ど
を
含
む
鉱
物
質
顔
料
。 

 

白
緑
：
岩
緑
青
を
砕
い
た
も
の
を
水
に
溶
か
し
、
そ
の
上
に
浮
遊
し
た
も
の
。 

 
 

 
 

岩
緑
青
は
日
本
古
来
の
天
然
顔
料
で
、
塩
基
性
炭
酸
銅
。
マ
ラ
カ
イ
ト
。 

 

花
紺
青
：
ペ
ル
シ
ャ
方
面
か
ら
中
国
へ
渡
来
し
、
回
青
ま
た
は
回
回
青
と
呼
ば
れ
た
コ
バ
ル
ト
顔
料
。 

 

お
ど
む
：
澱
む
。
沈
ん
で
底
の
方
に
た
ま
る
。 

 

奈
良
緑
青
：
板
流
し
緑
青
。
真
鍮
や
銅
の
削
り
粉
を
食
塩
水
に
漬
け
て
よ
く
撹
拌
し
、
緑
の
層
が
生 

 

じ
た
と
き
水
を
流
し
て
上
部
の
緑
色
の
上
澄
液
を
分
離
し
、
よ
く
水
洗
い
し
て
用
い
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

(1) (2) (3) (4) (5) (6) (7) (8) (9) (10) (11) (13) (12) 


